
- 1 -

９月１１日（水）土屋原の村道にて交通安全指導を
行いました。地域の方々からの声もあり、学校内での
指導に重ねて、実際に現地に赴き、具体的に危険箇所
の確認や安全行動の指導をおこないました。子どもた
ち（土屋原分団児童）も熱心に話を聴き、カーブミラ
ーの位置、道幅、見通しなどの確認や、車のドライバ
ーからはどう見えるかなどを詳しく教わりました。子
どもたちの命を守るために、そして子どもたち自身が
自分の命を守るために、とても大切な取組であると考
えています。

９月より新しいALT（外国語指導助手）としてテサー・ピーター先生が
赴任されました。ピーター先生はアメリカのメリーランド州出身の２３歳。
穏やかで優しい若さ溢れる先生です。趣味は料理や旅行など。なんと週末
には自分で本格的なお寿司をにぎることも。日本語の文化や自然が大好き
とのことで、学校や御杖村での生活にも早く慣れていただき、日本の色々
な事を知っていってもらいたいです！

コーヒーの焙煎をされてい
る神末の森脇剛さんから、
お話を聞かせていただきま
した。コーヒーを焙煎する
時間が少ないほど酸味が強
く、長いほど苦みが増すこ
となど、初めて知りました。

また、コーヒー豆の残りかすでも脱臭効果や虫除け
にもなるので、肥料に混ぜて活用できる部分もある
ことなど興味深いお話も聞くことができました。森
の珈琲屋さんとして、ふるさと納税返礼品にも出品
されておられます。味わい深い焙煎コーヒーとして
人気があります。

奈良県立大学地域創造学部
の学生３名の方に来ていた
だき、交流をもちました。
奈良県立大学と御杖村は、
２０１３年より連携協定を
結んでおり、本年度の連携
事業では御杖村のふるさと

納税の活性化に取り組む活動をされています。御杖
中学校の自然環境班としては、今年度、御杖のふる
さと納税返礼品について聞き取り活動をしてきたこ
とを簡単に報告しました。学生からは、ふるさと納
税が生産者・購入者・自治体の三者にとって利益が
あることなどを教えていただきました。また、ふる
さと納税返礼品を購入していただいた方に感謝とお
礼の手紙を作成してみようと提案いただきました。

秋晴れの下、土屋原で開
催されている「かかしま
つり」を見学しました。
世相を反映したユニーク
な案山子（かかし）～新
しいお札の「顔はめ」や
オリンピック・パラリン

ピック関連、アニメや昔話をモチーフにしたもの
など～２６体。子ども達は熱心にカメラを向けて
いました。その後、春日神社のラッパイチョウを
見学しに行きました。時期が早く黄金色の絨毯と
まではいきませんでしたが、楽しいひとときを過
ごすことができました。

６月に引き続き２回目と
なる句会を川北先生に主
催していただきました。
今回は岡田の谷の半夏生
旅行村・不動の滝を詠ん
だ俳句から、生徒みんな
で選句しました。

最高票の句は・・・
「滝激しレンズに写るしずくかな」

・・・でした。
カメラのレンズに水滴が付くほど激しい滝の様

子を詠んだ句であるとのことです。
川北先生からは、季語の解説の他、表記の仕方

などを含めた添削もしていただき、有意義な句会
となりました。

９月２８日（土曜日）、第１１回
御杖保小中秋季体育大会を開催い
たしました。今年は保育所・小学
校・中学校全員が揃い、天候にも
恵まれ嬉しい開催となりました！
振り返れば、昨年と同じく今年

も、練習期間中はとても暑い日が
続き、WBGT計測器を睨みながら熱
中症の危険性について、教職員も
かなり神経を使う日々を過ごしま
した。「来年度の開催時期につい
て検討していかないと・・・。」
と少し複雑な心境で大会を参観す
る私（校長）でした。
しかし、子どもたちは勿論いつ

ものようにそれぞれが持てる力を
発揮し、一生懸命に競技・演技を
行い、また一生懸命に友だちを応
援し、たくさんの声援を送り、心
に残る思い出の数々を作りまし
た。来賓の方々からもたくさんの
お褒めの言葉を頂き、正に「誇り」
と思える素晴らしい体育大会でし
た。ご観覧いただいた皆様、ご支
援・ご協力を本当にありがとうご
ざいました。
最後になりましたが、園児・児

童・生徒のみなさん！お疲れ様で
した。感動を・・・ありがとう！

８月のことですが、夏休みの期間を使って教職員だけの本格的な防犯訓練を行いました。警察
官の方３名が観察されている中、具体的な計画を立てずに教員各々の自己判断で不審者侵入に
どう対処するのかを実際に実行してみるというものです。教職員一同とても緊張しましたが、
結果として「不審者を校舎内に侵入させない」という最も基本的で正しい対処ができていたの
で、警察の方々からもお褒めをいただきました。起きて欲しくない事ですが、地震や火事、不
審者侵入などに対する危機管理能力を高めていくのは教職員の義務であります。


